
 

～新年のご挨拶～ 
 

あけましておめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。旧年中はひとかた

ならぬご愛顧いただき誠にありがとうございました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

ナーシングホーム三条もようやく地域の皆さまからもご贔屓にしていただき、満床に近い形で

日々推移しております。 

昨年は介護保険法の改正に伴い、皆様には数々のご協力を賜わりまして誠にありがとうござい

ます。 

今年は消費税の増税に伴う軽減税率への対応や増税のタイミングに合わせた介護報酬や区分

支給限度額の変更が１０月をめがけてあると思われます。あらためてご協力いただくこともある

と思いますが、どうぞご理解いただき、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

昨年末の今年の漢字の『災』にも表れているように、２０１８年は災害の多い年でありました。

天災によるものから人災まで、全国各地で様々なことがありました。私たちはそれらの教訓を活

かして、次に繋げていかなければなりません。『災い転じて福となす』を実践するには何事にも

めげずに次に活かそうという前向きな気持ちが大切なのだと思います。職員一同気持ちをあらた

に２０１９年もナーシングホーム三条に関わる人たちが幸せになるよう尽力していきたいと思

います。 

昨今全国的に介護人材不足が叫ばれており、２０２０年末までに２１６万人の介護人材の需要

が見込まれる中、現状では介護業界約１９０万人の担い手ですので、あと丸二年で２６万人程足

りない人材をどうにかしないといけない現状がございます。外国人労働者の受入れ等が検討され

ている中ではありますが、受入れを可能にするためにはしっかりとした教育プログラムが必須に

なってきます。おそらく大手といわれるところから順に推移していくものと思われます。弊社と

してはそれも大きな時代の流れの一つと考えてはおりますが、長期的な課題であり、まず弊社と

してはまずは ICTや IoTといった技術の導入による業務の効率化を積極的に図っていくことが、

直近の課題だと考えております。 

さて、今年の干支である『亥』はイノシシから猪突猛進のイメージもありますが、無病息災の

象徴でもあります。まずは何事も元気から。働き方改革もいよいよスタートいたします。お客様

が健康に末永く生活していけることを目指す一方で、その実現の為、我々も健康にいきいきと仕

事に取り組めるように奮励していかなければならないと考えております。 

引き続き本年もご指導、ご鞭撻の程どうぞよろしくお願い申し上げます。皆々様の益々のご健

勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。 
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毎年恒例となりました、「スマイルジュニアさん」をお迎えしての 

クリスマス会を開催しました♡子供たちの華麗なステップと可愛らし

い笑顔でフロアが一気に華やぎました♪♪ 


